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振る舞い協調フィルタリングによるソーシャルストリームの効率的な閲覧手法 
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あらまし  近年，ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）が普及し，刻一刻と新しいコンテンツが生まれている．しか

し，SNS から配信される膨大なコンテンツのストリームを閲覧する場合，価値があるコンテンツを見逃す可能性があり，効果的

な閲覧は容易ではない．本研究では，情報推薦の典型的な手法である協調フィルタリングを，閲覧者間の振る舞いに活用

することで，効率的なソーシャルコンテンツのブラウジングを実現する手法を提案する．本手法では，対象ユーザと振る舞い

が似ているユーザが，コンテンツを読んだ際の振る舞いに基づいて，対象ユーザの未読コンテンツに対する適切な提示時

間を推定することにより，効率的な閲覧を実現する． 
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Abstract In recent years， Social Networking Services (SNSs) are growing in popularity， and generating fresh contents 

moment by moment. However， when huge content streams delivered from the SNS， the efficient browsing is not easy because 

there are serious possibility for overlook valuable contents. In this study， we propose a method to achieve efficient browsing 

by exploiting the behaviors of readers based on the collaborative filtering which is a typical technique of information 

recommendation. Based on the behaviors of the users who are similar to the target user's behavior with reading contents， our 

system estimates the appropriate presenting time for unread contents of the target user to realize efficient browsing. 

Keyword Smartphone， SNS， stream contents， collaborative filtering， behaviors， skipping. 

 

 

1. はじめに  

近年，Twitter1，Weibo2 などを代表とするソーシャル・

ネ ッ ト ワ ー キ ン グ ・ サ ー ビ ス (Social Networking 

Services)が普及している．SNS では，ユーザの経験，

感想，興味等が含まれている実生活に関する様々な情

報をリアルタイムに配信・記載するために利用されて

いる．このような状況を背景に，膨大なコンテンツス

トリームの中から，価値があるコンテンツを効果的に

発見・利用するためのストリームデータの処理が注目

されている [1]．従来，莫大なデータ空間から必要な情

報を取得するために Google3 や Yahoo!4 等のキーワー

ド型の検索エンジンを用いて，ユーザにとって価値が  

1 http://www.twitter.com  

2 http://www.Weibo.com 

3 http://www.google.com 

4 http://www.yahoo.co.jp 

高いと推定される情報のみを提供してきた．しかし，

Twitter や Weibo の場合は，ユーザに提供されるストリ

ームコンテンツには，ユーザにとって価値が高いコン

テンツと価値が低いコンテンツが混在しており，また，

そのコンテンツの主題も様々である．SNS のユーザは，

このようなストリームとして提供される大量なコンテ

ンツをすべて閲覧するのは，ユーザに対する負担が大

きい．一般に，SNS のユーザは，ストリームとして配

信されるコンテンツのすべての内容を厳密に理解する

わけではなく，「飛ばし読み」によって，ユーザにとっ

て価値が高いと思われるコンテンツを見つけ，特定の

コンテンツのみ内容をしっかりと確認する．しかし，

「飛ばし読み」をした場合，価値があるコンテンツを

見逃す可能性がある．これまでに，テキストデータを

対象に，自然言語処理技術 [2]を用いて，ユーザにとっ

て価値が高いコンテンツを推定するための研究が行わ

れている．しかし，Twitter や Weibo のコンテンツにも，



 

 

テキストデータは含まれるが，文字数が制限されてい

るため，効果的な推定が困難であるという問題がある． 

一方，スマートフォンにおけるタッチパネルを用い

たインタフェースの進歩，高性能化および低価格化に

伴い，スマートフォン上で日常的に SNS を利用するよ

うになった． また，スマートフォンを利用することに

より，ユーザに対して振る舞い・操作を取得できるよ

うになった．ここで，人の振る舞いとは，スマートフ

ォンを操作する際の指の動きあるいは手の動き等であ

る．   

本稿では，対象閲覧者に対して，振る舞いの情報に

よって，閲覧したコンテンツの価値があるかどうかを

反映されるという仮説の下で，情報推薦の典型的な手

法である協調フィルタリングの考え方に基づいて，閲

覧者間の振る舞いの類似性に基づいて，ソーシャルと

リームの効率的なブラウジングを実現する手法を提案

する．本手法のアプローチを図 1 に示す．本手法では，

対象ユーザと振る舞いが似ているユーザがコンテンツ

を読んだ際の振る舞いに基づいて，対象ユーザの未読

コンテンツに対する適切な提示時間を推定することに

より，効率な閲覧を実現する．  

以下では，2 章で関連研究について述べ，3 章で本研

究の位置付けおよびアプローチを紹介する．その後，

4 章でユーザの振る舞いとその際に読んでいたコンテ

ンツの価値の関係性の調査について述べる．5 章と 6

章で振る舞い協調フィルタリングに基づいたコンテン

ツの価値の推測手法および評価実験について説明する．

最後に，7 章で本稿のまとめを行う．  

2．関連研究  

2.1 情報推薦におけるフィードバックの活用  

これまでに，蓄積された膨大な情報空間の中から，

ユーザにとって価値があるコンテンツを発見し [3]，推

薦する研究が活発に行われてきた .それらの推薦シス

テム [4-7]において，最も多く利用されているのは，典型

的な協調フィルタリング手法である．協調フィルタリ

ングは，映画や音楽などのオンラインショッピングで

の推薦においてよく用いられている．協調フィルタリ

ングの基本的な考え方は，過去の行動データに基づい

て，ユーザ間の類似度を介し，対象ユーザの嗜好を推

測することにより，推薦するアイテムを決定する．ま

た，いくつかの推薦システムでは，推薦した結果につ

いて，ユーザからのフィードバックを収集し，フィー

ドバック [8]に基づいてリアルタイムに推薦内容を最適

化する．つまり，これらの手法では，ユーザのフィー

ドバックに従って推薦結果の精度を向上させる．しか

し，ユーザにフィードバックを要求することにより，

ユーザの負担が増えてしまうという問題がある．  

 

2.2 個人化ための協調フィルタリング  

協調フィルタリングには様々な手法が提案されて

いる．その中でも，モデルベースの協調フィルタリン

グ手法とメモリベースの協調フィルタリング手法が幅

広く利用されている．   

 

 モデルベースの協調フィルタリング  

モデルベースの協調フィルタリング手法は，ユ

 

図 1. 提案手法のアプローチ  

 
 



 

 

ーザの過去の行動履歴や評価に基づいて，統計ア

ルゴリズムを用いてユーザの行動をモデル化し，

モデルに基づいて将来か価値を予測することによ

り，推薦対象を決定する．対象ユーザの評価を予

測するためにヒューリスティックな方法の利用に

より，機械学習を使用しなくても予測できるモデ

ルとなる．古典的なモデルベースの協調フィルタ

リング手法は，ベイジアンネットワーク (Bayesian 

network)[18]，クラスタリング (Clustering) [19][20]，ル

ールベースモデル (Rule-based model) [25]などがあ

る．モデルベースの協調フィルタリングアルゴリ

ズム [17]は，種々の典型的な統計方法を用いてノイ

ズデータの除去を行うことによって，推薦の質を

向上可能である．しかし，モデルベースの協調フ

ィルタリングを構築するために多くの時間を要す

るため，リアルタイムに更新するオンライン環境

の場合，速い応答には適することが困難である．  

 

 メモリベースの協調フィルタリング  

メモリベースのアプローチ [10]は，モデルベースの

アプローチよりも最初に出現した．メモリベース

のアプローチは，アマゾン 5 などの商用サービス

で最も広く使用されている協調フィルタリング

[21-23]の方法である．一般的に，メモリベースのア

プローチは，ユーザ間の類似度に基づいて，他の

ユーザから評価したかつ対象ユーザが評価されて

いない項目の価値を予測する．最後に，トップ N

個項目を対象ユーザに推薦する．メインのユーザ

類似度計算方法は，古典的なコサイン類似度

（Cosine-based Similarity[27][28]）およびピアソン相

関係数  (Pearson Correlation Coefficient [29])などが

ある．  

 

対象となる個々のコンテンツやユーザの振る舞い

についての詳しい分析を必要とするため，対象となる

コンテンツの価値やそれらのコンテンツに対するユー

ザの振る舞いを推測すること [13-16]はそれほど容易で

はない．さらに，コンテンツストリームを適時に対処

するため処理速度も考慮すべきである．  

 

3．提案手法の概要  

本研究では，SNS においてユーザがスマートフォン

を利用する状況を想定し，ユーザが未読のコンテンツ

を閲覧する際に，コンテンツストリームを適切に処理

可能な閲覧手法の実現を目指す．  

提案手法では，ソーシャルストリームの効率的なブラ

ウジングを実現するために，情報推薦の典型的な手法  

5 www.amazon.com 

 

 

 

図 2.提案手法のイメージ  

 

である協調フィルタリングを，閲覧者間の振る舞いに

活用する．例えば，図 2(A)のように，対象ユーザ (ユー

ザ A とする )の，あるコンテンツに対する価値を推定

することを考える．このとき，ユーザ A の情報に対す

る振る舞いを観測し，過去に，同じコンテンツに対し

て，ユーザ A と振る舞いの類似性が高い他のユーザ

(個々のコンテンツに対する相対的な振る舞いなどが

ユーザ A の振る舞いと高い度合いで一致するユーザ  

(図 2 の場合は，ユーザ B))をコンテンツに対する価値

の評価が似ていると推定する．そこで，ユーザ B が閲

覧したが，ユーザ A が未読であるコンテンツの価値を

推測する .この枠組みでは，各ユーザが振る舞いの情報

収集することにより，質の高い推定が可能となる．  

 

4. SNS 閲覧時のユーザの振る舞いの分析  

上記のように，ユーザの振る舞いに基づいて，コン

テンツの価値・重要度を推定するためは，図 2(B)に示

すように，対象閲覧者に対して，閲覧したコンテンツ

に対する振る舞いが，そのコンテンツに対するユーザ

の価値判断を反映していることが重要である．  

本章では，  Twitter と Weibo を利用して，ユーザ振

る舞いとユーザの価値判断の関連性に関する実験の結

果を示す．本実験の目的は，SNS におけるコンテンツ



 

 

の価値とユーザの閲覧際の振る舞いの関係性を明らか

にすることである．  

コンテンツの価値とユーザの閲覧時の振る舞いの

関連性を調査するため，現実の SNS のストリームデー

タを利用して，実験用のデータセットを作成し，デー

タセット中のコンテンツの価値をユーザに 5 点評価し

てもらうことで，閲覧際の振る舞いの関係性を分析し

た．  

 

4.1 実験環境  

本実験では， スマートフォンを利用する．実験のた

めに，スマートフォン上で簡潔な操作を記録するイン

タフェース（図 3）を開発した．このインタフェース

では，コンテンツが 1 件ずつ表示され，ユーザはフリ

ック操作で，次のコンテンツを表示することができる．

なお，使用したスマートフォンの CPU は  1.6GHz で

あり，メモリは 2 GB であった．なお，表示用のディス

プレイサイズは，4.8 インチである．OS は Android™ 

4.1.1 である．  

 

4.2 読み速度とコンテンツの価値の関係性  

コンテンツの価値と振る舞いの関係性の分析を行

うため，Weibo において 2013 年 11 月 30 日に配信され

たコンテンツをランダムに選択し，100 個のコンテン

ツをデータセットと設定した．  

 

 

図 3. 調査実験を行うためのインタフェース  

 

本実験では，被験者に対して，スマートフォンでデ

ータセットのコンテンツを個々に読んでもらった．閲

覧後，被験者は各コンテンツに関する価値を 1 点（最

も価値が低い）から 5 点（最も価値が高い）まで評価

した．一方，個々のコンテンツを読む時間を計測し，

コンテンツを読むのに要する閲覧時間と価値の関係性

を分析した．被験者は，日常的に Weibo を使用する大

学生および大学院生の中国人 4 名である．  

分析のために，コンテンツ 𝑖において，位置ミリ秒あ

たりに読む文字数を読み速度𝑟𝑣𝑖として，以下の式で定

義する．  

 

ｒ𝑣𝑖 =
𝑙𝑒𝑛𝑔𝑡ℎ𝑖

𝑡𝑖𝑚𝑒𝑖

…(1) 

 

ここで， 𝑙𝑒𝑛𝑔𝑡ℎ𝑖はコンテンツ 𝑖の文字数であり， 𝑡𝑖𝑚𝑒𝑖

はコンテンツ，𝑖の表示時間を表す．読み速度が大きい

ほど，ユーザはそのコンテンツを飛ばし読みしている

可能性が高い．  

各被験者によるコンテンツに対する読み速度と，そ

のコンテンツに対する評価を獲得し，コンテンツの価

値の評価と，各被験者の読むための平均速度の関係を

図 4 に示す．  

 

 

図 4.実験による各被験者の平均読み速度  

 

4.3 フリック速度とコンテンツの価値の関係性  

ユーザが次のコンテンツを表示するためのフリッ

クの振る舞いが，表示しているコンテンツの価値と関

連しているかを分析するための実験を行った．  

本実験で対象としたのは，Twitter から取得したコン

テンツで，データセットを作成した．具体的には，2013

年 12 月 3 日にランダムで選んだ 56 個ツイートをデー

タセットと設定した．  

被験者に，スマートフォンでデータセットの個々の

コンテンツを読んでもらい，閲覧後に被験者に各コン

テンツに関する価値を 1 点（最も価値が低い）から 5

点（最も価値が高い）までを評価してもらった．被験

者は学部，大学院に所属し，常に twitter を利用する日

本学生 3 名である．  

ユーザの振る舞いのパラメータとして，フリック速

度を利用する．フリック速度とは，スマートフォンで

フリック操作をする際の指の移動速度のことであり，



 

 

具体的にはコンテンツ 𝑖に対するフリック速度 𝑓𝑣𝑖を以

下の式で定義する．  

 

𝑓𝑣𝑖 =
𝑑𝑖𝑠𝑡𝑖
𝑑𝑢𝑟𝑖

… (2) 

 

ここで，𝑑𝑖𝑠𝑡𝑖は，コンテンツ 𝑖から次のコンテンツを

表示するためのフリック操作の際の指の移動距離（ピ

クセル）であり，𝑑𝑢𝑟𝑖はその移動に要した時間（ミリ秒）

である．  

個々のコンテンツを閲覧した際のフリック速度を

測り，フリック速度とコンテンツの価値の関係性を持

っているかを分析する．各被験者によるコンテンツの

振る舞い（フリック速度）とそのコンテンツの評価を

獲得し，コンテンツの価値の評価によって各被験者の

フリック速度の平均を図 5 に示す．  

 

 

図 5. 各被験者の平均フリック速度  

 

4.4 考察  

上記の実験結果に対する考察を以下に示す．  

 価値が高いコンテンツの場合，読み速度が遅くな

る傾向となる．逆に，価値が低いコンテンツの場

合，読み速度が速くなる傾向となる．  

 価値が高いコンテンツほど，フリック速度が遅く

なる傾向がある．逆に，価値が低いコンテンツの

場合，フリック速度が速くなる傾向がある．   

 ユーザや，ユーザの使用する言語とは関係なく，

コンテンツに対する振る舞いはコンテンツの価

値を反映させると考えられる．  

 

ユーザの振る舞いからを獲得することによりコン

テンツの価値を推測作成し推薦する方法と，直接入力

法の差異は少なく， 提案手法によって，ユーザの振る

舞いにより，ユーザへの負担が少ないやり方で，コン

テンツの価値を効果的に推測できることが期待できる

ことが示せた . 

 

5. 提案手法  

本手法では，対象問題は，対象ユーザuが，読んでい

ないコンテンツ (Un-Visited Contents)の価値𝑉𝑢𝑐を推測

する．図 6 のように，ユーザ間の類似度を計算するた

めに，まず対象ユーザにとって他のユーザの貢献度を

計算することが必要である．そして，候補者と対象ユ

ーザの振る舞いをマッチングすることにより，総合的

な類似度を求める．最後に，未読コンテンツの価値を

推定する．  

 

 

図 6．類似度の計算の全体図  

 

ここで，ストリームコンテンツ𝐶 = {𝑐1, 𝑐2, ⋯ , 𝑐𝑛}に対

して，閲覧際の振る舞い𝐵 = {𝑏1, 𝑏2, ⋯ , 𝑏𝑛}と評価値𝐸 =

{𝑒1, 𝑒2, ⋯ , 𝑒𝑛}を獲得した．ユーザ 𝑢は 𝑢 = (𝐶𝑢, 𝐵𝑢 , 𝐸𝑢)とし

て表現する．なお，振る舞い𝑏は，𝑏 = (𝑣𝑟 , 𝑣𝑓)として，

読み速度とフリック速度の組で表現する．𝑣𝑟, 𝑣𝑓 , 𝑒は以

下のように正規化する．  

 

𝑣𝑟𝑖 =
𝑣𝑜𝑟𝑖 − 𝑣𝑟̅

𝜎
… (3) 

 

𝑣𝑓𝑖 =
𝑣𝑜𝑓𝑖 − 𝑣𝑓̅̅ ̅

𝜎
… (4) 

 

𝑒𝑖 =
𝑒𝑜𝑖 − 𝑒̅

𝜎
… (5) 

 

ここで，𝑣𝑜𝑟𝑖は𝑣𝑟𝑖の正規化前の値であり，𝑣𝑟̅は平均値

を表し，𝜎は標準偏差を表す． (4), (5)も同様である．  

 



 

 

5.1 候補者の貢献度  

対象ユーザが閲覧したコンテンツに対して，それを

読んでいたユーザを集めて候補者とし，その中から対

象ユーザにとって貢献度が高いユーザを選別する．選

別の際には，以下の仮説を利用する．  

 対象ユーザと候補者が共に閲覧したコンテンツ

の数が多いほど，その候補者は対象ユーザにとっ

て有益である．  

 対象ユーザと候補者がどちらか一方しか閲覧し

ていないコンテンツの数が少ないほど有益であ

る．  

 受信するコンテンツが少ない候補者は，貢献度が

低く，ノイズとして削除すべきである．  

 

上記の考えに基づいて，対象ユーザ𝑢にとって候補

者𝑢𝑘の貢献度を以下の式で計算する．   

 

𝐶𝑜𝑛𝑡𝑟𝑖𝑏𝑢𝑡𝑖𝑜𝑛(𝑢, 𝑢𝑘) =  
|𝐶𝑢 ∩ 𝐶𝑢𝑘

|

|𝐶𝑢 ∪ 𝐶𝑢𝑘
|
… (6) 

 
 ここで， 𝐶𝑢と 𝐶𝑢𝑘

は 𝑢と ukが閲覧したコンテンツ

(Visited Contents)を表す．  

 

5.2 類似度の計算  

コサイン類似度を用いて，対象ユーザと候補者の類

似度を計算する．コサイン類似は，ベクトル空間にお

いて，ユーザ同士を比較する際に用いられる類似度計

算手法の一つであり，以下の式で定義される．  

 

𝑠𝑖𝑚(𝑢, 𝑢𝑘) = 𝑐𝑜𝑠𝜃 =
𝑢⃑ ・𝑢𝑘⃑⃑⃑⃑  

|𝑢⃑ |・|𝑢𝑘⃑⃑⃑⃑  |
… (7) 

 

図 7 のように，𝑢とukの類似度を計算し，1 に近けれ  

 

 

図 7.類似度のイメージ  

ば類似しており，0 に近ければ似ていないことにな

る．  

 

5.3 未読コンテンツの価値の推測  

コンテンツに関する振る舞いを利用して，個々のコ

ンテンツの価値の尺度とし，候補者が閲覧したそれぞ

れのコンテンツの振る舞いとその評価に基づいて推測

する．  

それを解決するために，まず振る舞いに対応する評

価値に基づいて fitting curve [30]を求める．獲得した振る

舞いとその対応する評価値 (𝑣𝑟𝑖 , 𝑒𝑖)(𝑖 = 1,2, … , 𝑛)がある． 

 

𝑃𝑚(𝑥) = 𝑎0 + 𝑎1𝑥 + ⋯+ 𝑎𝑚𝑥𝑚 … (8) 

 

関数 𝑒𝑟′ = 𝑓𝑐(𝑣𝑟)をフィッテングする．以下の関数値

が最小値になるような𝑎𝑖を求める．  

 

𝐹(𝑎0, 𝑎1, … , 𝑎𝑚) = ∑𝜎2

𝑛

𝑖=1

= ∑[𝑒𝑖 − 𝑃𝑚(𝑣𝑟𝑖)]
2

𝑛

𝑖=1

… (9) 

 

そして  

 

∂F

∂aj

= 2∑[ei − Pm(vri)]vri
j

n

i=1

 

                                 = 2∑[ei − ∑akvri
k

m

k=0

] vri
j

n

i=0

= 0…(10) 

 

であることから，以下の条件が求まる．  

 

∑ 𝑎𝑘 (∑𝑣𝑟𝑖
𝑘+𝑗

𝑛

𝑖=1

) = ∑𝑒𝑖𝑣𝑟𝑖
𝑗
 … (11)

𝑛

𝑖=1

𝑚

𝑘=0

 

 

同様に，𝑒𝑓′ = 𝑓𝑐(𝑣𝑓)の近似曲線も求める．候補者が

自分の振る舞いから自分に対して総合的に価値 𝑒′を推

定する．  

 

𝑒′ = 𝛼 ∙ 𝑒𝑟 + (1 − 𝛼) ∙ 𝑒𝑓    𝛼 ∈ [0,1]… (12) 



 

 

最後に，ユーザ同士の類似度に基づいて対象ユー

ザに対して未読コンテンツの価値𝑉𝑢𝑐を推測する．  

 

𝑉𝑢𝑐＝𝑒𝑢̅̅ ̅ +
∑ 𝑠𝑖𝑚(𝑢, 𝑢𝑘) ∗ (𝑒𝑢𝑐

′ − 𝑒𝑢𝑘
̅̅ ̅̅ )𝑁

𝑘=1

∑ (𝑠𝑖𝑚(𝑢, 𝑢𝑘))
𝑁
𝑘=1

… (13) 

 

 𝑒𝑢̅̅ ̅は獲得した対象ユーザのすべての評価の平均，𝑒𝑢𝑘
̅̅ ̅̅

獲得した候補者のすべての評価の平均，𝑒𝑢𝑐
′ は候補者𝑢𝑘

の未読コンテンツの価値の推定値である．  

 

６．評価実験  

ユーザの振る舞い協調フィルタリングによるソー

シャルストリームにコンテンツの価値の推測方法を評

価するため，提案手法と TF-IDF [31]法と TF-IDF を用い

る協調フィルタリング手法とによる推測の評価ごとの

平均絶対誤差 MAE [32]で有効性を検証する．対抗手法は，

ユーザが閲覧した内容に基づいて，TF-IDF のテキスト

処理を用いて，ユーザの嗜好との類似を計算し，未読

のソーシャルストリームコンテンツの価値を推測する．

ところで，対抗手法では対象ユーザの類似度を以下の

式で計算する．  

 

𝑠𝑖𝑚(𝑢, 𝑢𝑘) =
∑ |𝑒𝑢𝑖

−𝑛
𝑖=1 𝑒𝑢𝑘𝑖

|

𝑛
… (14) 

 

そこで，平均絶対誤差 MAE (Mean Absolute Error) は

数値予測問題における推測する質を評価する指標の 1

つである．予測値が実際の評価値から平均的にどの程

度の乖離を表す．  

 

𝑀𝐴𝐸 =
∑ |𝑒𝑖 − 𝑒𝑖

′| ± 𝜀𝑛
𝑖=1

𝑛
       𝜀 ∈ [0,0.1]… (15) 

 

 𝜀は誤差となる．実験の参加者は 10 人，各被験者が

閲覧するコンテンツが 100 個となった．各手法による

MAE の結果は図 7 に示す．なお，提案手法においてソ

ーシャルストリームコンテンツの数量によって増える

ごとに推測する質が高くなった．また，類似度が高い

候補者が増えるごとに平均絶対誤差が減少しているこ

とがわかる．しかし，データ量の増加による算出する

量も増加し，異なるユーザによって振舞いの類似性が

一部の偏りを算出されるであろう．次のステップの問

題として検討することが必要であるが，現段階では，  

図 7．対抗手法と提案手法の比較 

 

振舞い協調フィルタリングによるコンテンツの価値の

推測は現実的であり，効果が比較的理想的である． 

 

７．まとめ 

本稿では，スマートフォンでの SNS において，ユー

ザの振る舞いをコンテンツの価値・重要度の度合いと

して測定し，対象ユーザの未読コンテンツに対する適

切な提示時間・順序を推定することにより，効率な閲

覧の可能な手法について述べた．この手法では，あら

かじめストリームコンテンツの中からユーザ同士の振

る舞いが類似しているかを推定することにより，対象

ユーザの閲覧の支援をする．このアプローチを実現す

るためには，ユーザの振る舞いにもとづいてコンテン

ツの価値を推定することが必要である．本論文では，

コンテンツ閲覧時の，読む速度とフリック速度とコン

テンツの価値の間に相関がある可能性があることを被

験者実験により示した． 

今後の展望として，ソーシャルストリームコンテン

ツの価値を推測した後，より効率的な提示する手法を

開発する必要がある．また，本研究の対象は，SNS に

よるソーシャルストリームのため，リアルタイムに推

定する手法が必要だと考えられる．メモリベースの協

調フィルタリングの特徴は，推測の質が低いが，処理

速度が速い．一方，モデルベースの協調フィルタリン

グの特徴は，推測の質が高いが，処理速度が遅い．そ

のため，ハイブリッド型の協調フィルタリング [6]を用

いることで，効果的な推測の質や処理速度を実現する

ことが可能と考えられ，効率的な閲覧が更なる向上を

もたらすことが期待できる． 
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